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昭和51年度決算公表

超財政のあらまし
地方自 治 法第233 条 の5 の 規定 によ る公 表

昭 和51年 度各 会 計 の決 算 は 、11 月 町 議 会 で 認 定を 得 ま し た の で 、 そ の概 要を つ ぎの と お り 公 表い た し ま す 。
一般 会 計 に つ き ま して は 、歳 入 歳 出 差 引 残 額7 5, 3  6 5 千 円 と 、 例年 に ない 大 幅 な 繰 越 と な り ま し たが 、こ れは 地方

交 付 税 、町 税 の収 入 増 と、 歳 出 に お け る 経 常 的 経 費 の 節 減 によ る も の で す 。
各 特別 会 計 に つ き ま し ては 、 そ れ ぞ れ 独 立 採 算 であ る の が 建 前 で すが 、一 部の 会 計 に つ き ま し て は一 般 会 計 か ら の繰

入 れ で収 支を 補 って おり 、こ の 点 は 今 後 の 課題 と し て 努 力い た さ ねば なり ませ ん 。
51年 度 は 、近 年 の き び しい 経 済 情 勢 の 中 で 、 行 政 事 務 及 び 事 業に 再 検討 を 加 え つ つ 時 代 に 即応 し た財 政 構 造 の 見 直 し

によ って 、行 財 政 運 営 の 健 全 化を 計 り 、 町 勢 の 伸 展 に 努 め て まい り ま し た 。

昭和51 年度 一 般会 計 決算の 収 支の 状 況

歳 入

地方 譲与 税町　税

自動 車取 得税交 付金

地方 交付税

交通安 全対策 特別 交付金

分担金及 び負 担金

使 用料及 び手数 料

国 庫支出 金

県 支出 金

財産収人
寄付金

繰越金

諸 収 入
町　債

歳 出

( 単位 千 円)

議会費

総 務費

民 生 費

衛 生 費
農林 水産業 費

商工費

土 木 費

消
防
費

教育費

災 害 復 旧 費

公 債 費

経常的経費

投資的経費

税目 別町税の収入状況 ( 単位千円)

税　 目　 別 調 定 額 決 算 額 収人割合
町　　民　　税 92, 787 91, 807 98. 9$

定 資 産 税 69, 121 67, 660 97. 9
軽 自 動 車 税 6, 201 6, 134 98. 9
た ば こ 消 費 税 18, 742 18, 742 100. 0
電　　気　　税 8, 603 8, 603 100. 0
木 材 引 取 税 712 712 100. 0
特別土地保有税 21 21 100. 0

計 196, 187 193, 679 98. 7

年次別繰越額調
( 一般 会 計)

45 年 度　　　7, 696千円
46 年 度　　11, 015千円
47 年 度　　17, 113千円
48 年 度　　21, 285千円
49 年 度　　8, 287 千円
50 年 度　　33, 588千円
51 年 度　　75, 365千円

決算額からみた財政規模の推移

一般会計　　（単位億円）

町有財産現在高諞
区　　　　 分 現　 在　 高

土　　　　　 地 184, 324 ㎡

建　　　　 物 32, 102 ㎡
山　　　　　 林 6, 936, 138 ㎡
立　　　　　 木 46, 789 ㎡

有　価　 証　 券 330 千 円

出資 によ る 権 利 14, 271 千 円
基　　　　　 金 61, 493 千 円
債　　　　　 権 5, 185 千 円

動 ・　　　　 産 渡海 船　1 隻

町債現在高調

一 般 会 計　　　820, 625 千 円

特 別 会 計　　　282, 633 千 円

計　　　1, 103, 258 千 円

昭和51年度 特別会計決算状況 ( 単位千円)

歳　　　　 人
会　　 計　　別

歳　　　　　出
調 定 額 決 算 額 予 算 額 決 算 額

428, 156

347, 818

85, 994

40, 330

3, 729

416, 957

347, 818

85, 994

40, 330

3, 729

国 民 健 康 保険 事 業

簡 易 水 道 事 業

渡 海 船 事 業

学　 校　 給　 食

交 通 災害 共 済事 業

411, 053

348, 707

86, 850

40, 321

3, 767

372, 171

347, 818

85, 994

40, 320

3, 604



Na　1 8 4 広　報　　ゆ　　や 昭 和52年12月1 日

年末年始の交通事故防止

特 に多い12月

ふ
だ
ん
落
ち
着
い
て

い
る
先
生
ま
で
も
走
り

出
す
と
い
う
一
二
月
（

師
走
）
ー
忙
し
い
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
つ
い
不
注
意
に
な
り

が
ち
で
、
交
通
事
故
も

急
増
し
ま
す
。

昨
年
一
二
月
の
交
通

事
故
に
よ
る
全
国
の
死

者
は
八
六
六
人
で
、
月

別
の
最
高
で
し
た
。

特
に
年
末
年
始
は
、

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
飲
酒
す

る
と
、
一
注
意
力
が
散

漫
に
な
る
。
二
気
が
大

き
く
な
り
、
ふ
だ
ん
や

ら
な
い
よ
う
な
遅
反
を

平
気
で
や
る
。
三
反
射
神
経
が
に
ぶ
く

な
り
、
と
っ
さ
の
判
断
や
行
動
が
遅
れ

る
。
四
ス
ピ
ー
ド
感
が
に
ぶ
く
な
る
。

な
ど
車
を
運
転
す
る
う
え
で
最
も
危
険

な
兆
候
が
出
て
き
ま
す
。
運
転
者
は
も

と
よ
り
、
周
囲
の
人
た
ち
も
「
飲
ん
だ

ら
乗
ら
な
い
」「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」

「
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
め

鉄
則
を
守
っ
て
、
み
ん
な
で
飲
酒
運
転

を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

暮
れ
の
町
か
ら

犯
罪
を
追
放
し
よ
う

今
年
も
年
の
瀬
が
お
し
つ
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
一
年
間
の
し
め
く
く
り
と
も

い
え
る
年
末
は
、
家
庭
や
会
社
、
商
店

な
ど
あ
わ
た
だ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。

大
売
出
し
、
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

学
校
の
冬
休
み
な
ど
に
ま
ぎ
れ
て
犯
罪

や
交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。警

察
で
は
、
年
末
の
犯
罪
や
事
故
を

防
止
し
、
明
る
く
楽
し
い
正
月
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
二
月
中
、

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
て
事
件
、
事

故
の
防
止
に
つ
と
め
ま
す
。

事
件
や
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
用
心
が
い
ち

ば
ん
大
切
で
す
。
次
の
事
に
気
を
つ
け

て
行
く
年
に
悔
を
残
さ
ず
、
来
る
年
を

楽
し
く
迎
え
ま
し
よ
う
。

家
庭
の
防
犯
▽

家
庭
防
犯
の
第
一
は
戸
締
り
で
す
。

わ
ず
か
な
時
間
の
外
出
で
も
、
戸
締
り

を
忘
れ
ず
、
隣
り
近
所
へ
も
、
ひ
と
声

か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Λ
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
▽

暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
学
校
は

冬
休
み
、
職
場
も
休
み
に
入
り
ま
す
。

年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
も
あ
っ
て
、
少

年
達
も
と
も
す
れ
ば
無
軌
道
な
行
い
に

は
し
り
、
悪
の
道
に
も
入
り
や
す
い
時

期
で
す
。

夜
の
外
出
は
家
族
同
伴
で
す
る
よ
う

に
し
、
夜
道
の
一
人
歩
き
は
避
け
ま
し

よ
う
。

安
全
な
現
金
の
持
ち
運
び
▽

多
額
の
現
金
を
運
ぶ
と
き
は
、
自
家

用
車
か
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
、
現
金
は

手
許
か
ら
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
　

長
門
警
察
署
か
ら

環
境
美
化
標
語

ポ
ス
タ
ー
入
選
決
ま
る

油
谷
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
で
は

事
業
の
一
環
と
し
て
、
油
谷
町
に
ち
な

ん
だ
環
境
美
化
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
。
一
般
、
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

か
ら
標
語
七
一
点
、
ポ
ス
タ
ー
九
五
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
審
査
の
結
果
次

の
作
品
を
特
選
に
決
め
ま
し
た
。

▼
標
語
特
選

ご
み
一
つ
捨
て
る
心
も

ゴ
ミ
の
う
ち

菱
海
中
一
年
　
熊
谷
扶
美

▼
ポ
ス
タ
ー
特
選
　
該
当
な
し

▼
ポ
ス
タ
ー
入
選

油
谷
小
三
年
清
水
晴
美
他
一
六
名

狩
猟
事
故
を
な
ぐ
じ
ま
じ
ょ
う

今
年
も
一
一
月
一
五
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
さ
れ
ま
し
た
が
、
狩
猟
に
よ
る
人

身
事
故
や
狩
猟
に
関
す
る
法
令
違
反
は

年
ご
と
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
も
、
昨
年
一
〇
数
件

の
発
生
を
み
て
お
り
ま
す
。
今
年
こ
そ

無
事
故
、無
違
反
の
年
と
し
ま
し
よ
う
。

狩
猟
を
す
る
方
々
は
、
法
令
や
狩
猟

マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
身
事
故
や
法
令
違

反
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
十

分
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
　
必
要
な
と
き
ま
で
、
弾
を
銃
に
こ

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
　
人
に
銃
口
を
向
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

③
　
引
き
金
を
ひ
く
前
に
、
弾
の
飛
ぶ

方
向
に
人
が
い
な
い
か
ど
う
か
よ
く

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

④
　
ふ
だ
ん
は
銃
と
弾
を
別
々
の
場
所

に
保
管
し
、
盗
ま
れ
た
り
、
紛
失
し

な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
し
ま
し
ょ

う
。

み ん な の 街 で す 。美 し く
吸 いが ら の 投 げ 捨 て は

や め ま し ょ う

日 本 専 売 公 社

こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

口
　
　
　
　
臭

わ
た
く
し
た
ち
が
呼
吸
を
す
る
と
き

鼻
や
口
か
ら
吸
っ
た
空
気
は
、
口
腔
↓

咽
頭
↓
喉
頭
↓
気
管
を
通
っ
て
肺
に
達

し
、
再
び
吐
き
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間

に
、
に
お
い
り
が
呼
気
に
付
着
し
て
口

臭
が
お
こ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
口
臭
は
、
口
、
鼻
か
ら

肺
に
至
る
間
に
、
何
か
の
原
因
が
あ
る

と
き
な
ど
に
起
っ
て
く
る
も
の
で
す
が
、

ふ
つ
う
は
歯
槽
膿
漏
な
ど
の
歯
の
病
気

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

口
臭
は
全
部
が
病
気
と
関
係
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
健
康
な
状
態
で
も
起

こ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
朝
起
き
た
と
き
に
軽
い
口
臭
が
あ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
前
夜
の

食
べ
残
り
か
す
が
歯
の
間
に
残
っ
て
い

て
睡
眠
中
に
、
口
内
の
細
菌
に
よ
っ
て

一
種
の
腐
敗
が
起
り
、
く
さ
み
を
発
す

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
口
臭
の
中
に
は

他
人
に
は
全
然
に
お
わ
な
い
の
に
自
分

だ
け
が
に
お
う
と
い
っ
た
幻
覚
的
な
も

の
も
あ
り
ま
す
。

手
当
と
し
て
は

口
内
を
清
浄
す
る
だ
け
で
3
0％
、
ま

た
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
な
ど
歯
の
病
気
を

治
療
す
れ
ば
、
8
0％
程
度
よ
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

口
臭
と
な
る
原
因
を
早
く
見
つ
け
て
、

治
療
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
心
と
も
に

明
る
い
毎
日
を
す
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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昭和53年度
保育所入所児募集

昭和53年度油谷町立各保育所の入所
児を次のとおり募集いたします。
● 入所できる基準
( 1)母親の家庭外労働( 2) 母親の家事
以外の家庭内労働( 3) 母親のいない
家庭。( 4)母親の出産、病気等( 5) 病
気の看護等( 6) 家庭 の災害

● 申込期間
昭和52年12月5 日から昭和52年12月
15日まで

● 申込手続
町役場住民課福祉係または、両支

所か各保育所で申込書に必要事項を
記人のうえ、申込みをしてください

● 各保育所の定員
Ｏ菱海保育所　　　　　　　110 名
Ｏ蔵小田、久津、大浦、川尻保育所

各　60 名
Ｏ伊上、立石保育所　　 各　45 名
・津黄保育所　　　　　　　　30 名
詳しくは、住民課福祉係へお問合わ

せください。

火災予防の標語募集
秋の火災予防運動の行事の一つとし

てみなさんから標語を募集しますので
多数ご応募ください。
● 応募方法　官製はがきに住所・氏名

・年令（学生は学校名及
び学年）・標語（3 点以
内）を記人

● 送 り 先　長門市正明市三区
長門地区消防本部

● 締め切り　昭和53年1 月14日の消印
まで有効

年末・年始のし尿処理
及びごみ収集の日程
● 年末　 し尿処理

( 申込期限)　12 月20 日まで
ごみ収集　　　12月31 日まで

● 年始　 し尿処理　　　1 月7 日から
ごみ収集　　　1 月5 日から

し尿処理連絡先 ℡ 長門( 6) - 0959

人

口

と

世

帯

5
2年
1
0月
末
現
在
住
民
基
本
台
帳

人
　
口
　
一
一
、
九
一
六
人

男
　
　
五
、
六
五
二
人

女
　
　
六
、
二
六
四
人

世
帯
数
　
三
、
二
八
七
世
帯

転
入

三
〇
人

転
出

二
六
人

出
生
　
一
三
人

死
亡
　

八
人

納
税
案
内

固
定
資
産
税
三
期

国
民
健
康
保
険
料
四
期

納
期
一
二
月
二
六
日

いしぶみの旅

町 内 め ぐ り 12

町有林造林記念碑

こ
の
碑
は
浅
井
部

落
集
会
所
の
前
庭
に

あ
り
過
る
一
一
月
一

二
日
に
建
立
さ
れ
た

町
内
で
最
も
新
し
い

石
碑
で
あ
る
。

浅
井
部
落
民
は
、

近
年
人
手
不
足
等
で

造
林
施
業
が
非
常
に

困
難
な
折
、
森
林
資

源
造
成
の
重
要
性
を

認
識
し
、
部
落
内
に

あ
る
町
有
林
を
昭
和

三
一
年
度
か
ら
二
〇

か
年
を
か
け
て
、
杉
・
桧
・
松
等
を
造

林
撫
育
し
、
部
落
内
町
有
林
六
〇
町
歩

の
内
八
六
％
に
あ
た
る
五
二
町
歩
の
造

林
を
完
了
し
た
。

地
元
部
落
で
は
、
永
年
に
わ
た
る
造

林
施
業
の
完
了
を
記
念
し
て
、
こ
の
た

び
地
元
関
係
者
の
手
に
よ
り
、
こ
の
石

碑
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

町
内
め
ぐ
り
、
い
し
ぶ
み
の
旅
は
こ

の
号
を
も
っ
て
一
応
終
了
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方

々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

『
く
ら
し
の
学
習
相
談
室
』
の
ご
利
用
を

家
庭
生
活
に
関
す
る
勉
強
を
し
て
い

る
人
や
、
し
ょ
う
と
し
て
い
る
人
で
、

疑
問
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
出
た
と
き

相
談
に
応
じ
、
手
助
を
す
る
た
め
に
左

記
に
よ
り
「
く
ら
し
の
学
習
相
談
室
」

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

・
家
庭
の
経
済
生
活
　
・
子
ど
も
の

教
育
　
・
家
族
関
係
　
・
健
康
管
理

・
余
暇
生
活
の
設
計

▼
開
設
期
間
・
時
間

昭
和
五
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

▼
開
設
場
所

〒
7
5
3
山
口
市
湯
田
温
泉
五
丁
目

山
口
県
婦
人
会
館
内

（
℡
山
口
口
一
一
四
七
）

▼
相
談
方
法

郵
便
か
又
は
電
話
・
来
館
な
ど
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。
返
事
は
ご
希
望
に

よ
っ
て
、
面
談
・
手
紙
・
電
話
な
ど

い
ず
れ
で
も
い
た
し
ま
す
。

町
内
文
芸

油
谷
短
歌
会

文
化
祭
短
歌
大
会
詠
草

子
育
て
に
い
た
く
疲
れ
ぬ
枕
辺
に
妻
の
遺
骨
の
柩
置
き

て
臥
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
　
次
郎

小
刻
み
に
吹
く
風
あ
り
て
コ
ス
モ
ス
の
花
に
ま
つ
わ
る

明
る
さ
動
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
　
　
　

勇

玉
葱
は
竿
に
赤
枯
れ
秋
の
日
に
お
ど
る
が
ご
と
く
芽
を

吹
き
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
白
水
郎

移
し
ゆ
く
今
年
の
米
が
貯
米
器
に
充
ち
つ
つ
せ
せ
ら
ぐ

如
き
響
き
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
谷
志
津
夫

陽
の
沈
む
刻
を
構
え
て
い
か
釣
り
の
漁
船
そ
れ
ぞ
れ
の

位
置
を
拡
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
野
幸
太
郎

限
り
な
く
ま
た
透
明
の
思
惟
の
中
ぬ
け
て
尾
花
に
風
は

ま
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
　
一
夫

油
　
谷
　
俳
　

壇

油
谷
町
文
化
祭
俳
句
大
会
　
　
席
題
　
嘱
目

飾
り
あ
る
車
輪
を
く
ぐ
り
秋
の
蝶
　
　
　
蘭
　
　
添
水

草
紅
葉
一
足
ご
と
に
靴
沈
み
　
　
　
　
　

岡
本
　
月
敲

日
々
好
日
雨
乞
の
里
収
穫
終
へ
ぬ
　
　
　
松
永
　
對
介

尾
羽
路
流
る
ゝ
雲
の
空
深
む
　
　
　
　
　

村
上
　
有
弘

川
　
　
　

柳

娘
よ
り
め
だ
つ
晴
着
の
七
五
三
　
　
　
　

岡
崎
　
　
伝

豊
作
も
時
世
時
節
じ
ゃ
喜
こ
べ
ず
　
　
　
平
川
　
三
照
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